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１ 本校の概要 

本校では、「学び合う生徒、思いやる生徒、高め

合う生徒」という教育目標の下に文武両道の生徒の

育成を目指している。学校図書教育としては、毎週

火・木曜日に朝読書を全校で取り組んでいる。 

 

２ 本校の実践 

 ⑴ 実践の視点 

  ・ 読書に親しむ態度や読書習慣に係る取組 

  ・ 学校図書館等の環境整備の工夫 

 ⑵ 実践の概要 

本校では学校図書館の利用生徒数を増加させる

為にどのような工夫が必要であるかを、図書委員

が主体的に考え実行している。生徒自身が入館す

る生徒の目線に立って考える事で、学校図書館が

より親しみ易い場所になっている。 

  ア 図書委員によるオススメ本のポップ作り 

   図書委員が実際に読んで面白かった本を、自作

のポップを用いて紹介している。 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 図書委員によるしおり作成・配布 

   １冊の本を最後まで読み切る生徒を増やすため

に、図書委員が10数種類のしおりを作成して、貸

出図書と一緒に配布をしている。 

 

 

 

 

 

 

  ウ 図書掲示の充実 

   学校図書館に足を運ぶ生徒数を増加させる為

に、常に新しい情報が書かれた掲示を行っている。 

 

 

 

 

 

 

  エ リクエストによる入荷 

   生徒が興味のある本を取り入れるために、入荷

して欲しい本をリクエストしてもらっている。 

 

３ 成果と今後の課題 

 ⑴ 成果 

  ア 学校図書館来場者の増加 

   図書委員が主体的に工夫を考え、実践するにつ

れて昼休みの学校図書館来場者が増加している。 

    イ 朝読書や読書感想文で学校図書館の本を用い 

   る生徒の増加 

   朝読書のための本を昼休みに学校図書館に借り

にくる生徒が増加した。教室を回っても学校図書

館の本を読書している生徒が多く見られる。 

 ⑵ 課題 

  ア 返却期日が守られない。 

   貸出数の増加に比例して、返却期日を守らない 

  生徒も増加しており、学級によっては10人を超え   

  る生徒に督促状を渡すこともある。 

  イ 授業での活用が少ない。 

   教科の特性上、国語科や社会科の学校図書館利

用率に比べて他教科の利用が著しく劣る。 

 ⑶ おわりに 

   学校図書館の利用者増加は、学校全体の生徒の 

  読書量の増加に繋がっている。図書委員の工夫に 

  よって増えていることで内発的動機付けにもなっ 

  ている。 

   課題の解決として、次年度より貸出の際に返却 

  期日を丁寧に伝えることや、先生方に各教科の授 

  業で用いることの出来る書籍をリクエストしてい 

  ただき入荷していくことに取り組んでいきたい。 


